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Ｑ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

多
機
能
化
に
つ
い
て
は

Ａ

当
面
の
間
は
、
現
行
の
保

険
証
と
マ
イ
ナ
保
険
証
の
併
用

が
望
ま
し
い

椎
名
祐
司

問

通
学
路
の
歩
道
の
大
部
分

が
雑
草
で
覆
わ
れ
て
、
通
行
に

支
障
が
生
じ
て
い
る
箇
所
が
あ

る
。
所
有
者
が
応
じ
な
い
場
合

や
不
明
の
場
合
の
対
応
は
。

都
市
建
設
部
長

通
学
路
指
定

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
道
路

に
危
険
性
や
急
迫
の
事
態
が
生

じ
て
い
る
場
合
、
所
有
者
の
承

諾
を
と
り
、
必
要
最
小
限
の
除

去
を
し
て
い
る
。
原
則
的
に
は

所
有
者
に
管
理
義
務
が
あ
り
、

緊
急
性
が
な
い
限
り
は
、
粘
り

続
粘
り
強
く
所
有
者
に
交
渉
し

て
い
る
。

問

令
和
５
年
４
月
施
行
の
土

地
、
建
物
等
の
利
用
に
関
す
る

民
法
改
正
に
つ
い
て
は
。

市
長

所
有
者
不
明
土
地
に
対

す
る
財
産
管
理
制
度
の
創
設
、

樹
木
な
ど
の
市
道
へ
の
越
境
に

対
す
る
措
置
、
所
有
し
た
土
地

の
国
庫
へ
の
帰
属
制
度
の
創
設

な
ど
の
法
整
備
が
行
わ
れ
る
。

問

令
和
４
年
度
み
ど
り
市
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
の
具
体
的

な
取
り
組
み
と
進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長

児
童
手
当
、
妊
娠

の
届
出
等
、
子
育
て
関
連
の
１

５
の
手
続
及
び
要
介
護
要
支
援

認
定
申
請
等
の
介
護
関
連
の
１

１
の
手
続
は
、
令
和
５
年
２
月

を
目
途
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進

め
る
。
ま
た
、
み
ど
り
市
の
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
デ
ジ

タ
ル
行
政
窓
口
の
構
築
に
つ
い

て
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
推
進
交
付
金
を
活
用
し

て
、
令
和
５
年
１
月
４
日
に
運

用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

問

今
後
、
誰
ひ
と
り
取
り
残

さ
れ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
行

政
課
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

市
長

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
よ
り
、
市
民
が

利
用
し
や
す
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
市
役
所
に
し
て
い

き
た
い
。
業
務
の
見
直
し
が
行

え
、
デ
ジ
タ
ル
を
生
か
せ
る
人

材
の
育
成
に
も
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
く
。

問

個
人
情
報
は
国
に
一
元
化

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

分
散
管
理
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

市
民
部
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
は
、
不
正

に
情
報
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る

と
自
動
で
壊
れ
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
高
い
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
担
保
し
て
い
る
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

多
機
能
化
に
つ
い
て
は
。

市
長

マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
え

る
医
療
機
関
が
全
体
の
約
３
割

し
か
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ

る
。
当
面
の
間
は
、
現
行
の
保

険
証
と
マ
イ
ナ
保
険
証
の
併
用

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
多
機

能
化
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
行
政
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、
相
乗
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。


